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研究成果の概要（和文）：支援者の認識に関する調査を行い，支援者は障害者の性に対して肯定的認識と否定的
認識をもっており，障害者の性に関わるうえでの学習要望も多くあった．
発達障害児に対する性における対人教育プログラムとして，小中学生用プログラム，青年期用プログラム，月経
セルフケアプログラムを作成・実践し，現在支援者向けテキストと当事者向けのワークブックを作成中であり，
2019年8月出版予定である．発達障害児・者に関わる専門家と保護者のための「長崎“障がい児･者の性を考え
る”教育研究会」を立ち上げ，対人関係教育プログラム講座，研修会等を開催して共同研究を推進し，ここでの
成果をHPで広く社会に向けて発信している．

研究成果の概要（英文）：We researched the perception of supporters. The results made it clear that 
supporters have both affirmative and negative perceptions toward the sexuality of persons with 
disabilities. We developed and implemented programs on elementary school, adolescence of children 
with developmental disorders. We are in the process of developing a textbook for supporters and a 
workbook for those with developmental disorders, with publication set for August 2019. 
In order to create a network to support the sexual development of children with developmental 
disorders, we have launched the Nagasaki Education Society for Studying Sexuality of Children and 
Persons with Disabilities, which is aimed toward specialists and guardians involved with children 
with developmental disorders. Here, we hold interpersonal education programs, workshops, and 
lectures, promoting joint research, with the achievements we make being publicly reported via our 
homepage.
 

研究分野：発達障害看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の意義は，1）我が国でほとんど研究されていない青年期発達障害児の性に関する対人関係教育プログ
ラムの開発を目指して汎用化を図ること,2）発達障害児に関わる専門職者のネートワーク作りを目指している事
の2点である。
1）については，各年代に応じたプログラムを開発して実践･評価を行い，支援者や保護者のためのワークブック
と当事者のためのマナーブックを作成中であり，2019年8月出版予定である．2）については，長崎“障がい児･
者の性を考える”教育研究会を立ち上げ,支援者や保護者のための研修会，当事者のための講座を開催し，専門
職者のネットワークを構築し，ここでの成果をHPで広く発信している．



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景  
我が国においては発達障害児の性発達を支援するプログラムの開発およびその支援シス
テムに関する研究・実践は殆どなされていない． 
申請者はこれまで知的障害児や自閉症児・者の性教育の実施状況，保護者らの認識を調
査し，保護者は我が子の性発達・性行動に戸惑いや葛藤を感じていること，学校や療育現
場では必要性を認識しつつも系統的な性教育はほとんどなされていないことを報告して
いる．さらに 2007-2009 年まで助成を受けてた挑戦的萌芽研究「発達障害児の性行動の
実態と性教育の有用性に関する研究」では，自閉症児・者の保護者の認識と保護者から見
た性発達，性行動の実態と問題行動の調査を行ない，自閉症児・者の性発達は生理的には
定型発達児と変わらないことを確認しているが，その行動特性から来る性的問題行動に母
親達は悩んでいることも明らかになった． 
また 2011-2015年まで助成を受けている基盤研究 C「発達障害児の性発達支援プログラ
ム開発に関する研究」では，思春期にある発達障害児の性発達支援プログラムについて，
小グループ活動によるプログラムと児童思春期外来における個別支援プログラムの開発
を進めているところであり(宮原ら 2012），その有用性がほぼ確認され今後その汎用化を
図ることを目指している．この小グループ活動によるプログラムにはピア・エデュケーシ
ョン（仲間教育）を応用しており，申請者はこのピア・エデュケーションを 20 年前から
地域で実践している．2002-2004年まで助成を受けた萌芽研究「思春期糖尿病患児の性行
動の実態と性教育の有用性に関する研究」でピア・エデュケーションの有用性を検討し，
発達障害児・者への応用可能性も確認した． 
またわれわれは子どもや保護者に分かりやすく遺伝やひとの多様性・唯一性を伝えるた
めの教育プログラムを開発・実践している．障がい児・者の支援にかかわる専門職者にと
って，障がいは一つの個性であり，人は多様であることを共有する手段として，このプロ
グラムも十分応用可能と考える．  
 
２．研究の目的 

(1)性行動がより活発化する青年期発達障害者の性行動の実態を明らかにすること 

(2）青年期発達障害者の性に関する対人教育プログラムを開発すること 

(3）発達障害児・者の性に関する対人教育プログラムの汎用化を図ること 

(4) 発達障害児・者の性発達・支援に関わる専門家のネットワークを構築すること 
 
３． 研究の方法 

(1)国内外の実践活動・教材・プログラムに関する情報収集 

(2)青年期発達障害者の性行動，認識に関する実態調査 

(3）青年期発達障害児用性教育プログラムの分析・評価 

(4）発達障害児・者の性発達・支援に関わる専門家を中心とした研究会を組織する 
 
４． 研究成果 
 上記の研究目的別に成果をまとめる 

(1) 性行動がより活発化する青年期発達障害者の性行動の実態を明らかにすること 

①青年期発達障害者の性行動の実態 

青年期発達障がい者の就労支援を行う福祉施設において，青年期にある発達障害者が性

に関してどの程度知識や経験をもち，どのように考えているのかに関して調査するために

利用者 12人の聞き取り調査を行った．その結果，彼らは我々の想像以上に性に関する知

識があることが明らかになったが，それは単に用語を知っているだけであり，正しい知識

不足が明確となった．また，福祉施設職員がこれまで把握していなかった性についての経

験，性被害や性暴力などのネガティブな経験，メディアなどによる誤った認識があること

がわかった．この調査結果は現在論文投稿準備中である． 

②青年期発達障がい者にかかわる機会が多い，福祉施設職員の障害者の性に対する認識と

その関連要因などについて明らかにした．  

長崎県内の障害者福祉施設 6ヵ所で働く職員を対象に，集合法及び留め置き法による無

記名自記式質問紙調査を実施した．その結果，251人に実施し，有効回答は 238人(94．8％)



であった．これらの職員分布はほぼ長崎県の各地域を網羅していた．福祉施設職員は，障

害者の性に対して肯定的認識と否定的認識をもっていた．肯定的認識である「自慰行為の

肯定」には専門学歴と性の責任性，「性的権利」には職種と障害者の性の学習経験，接触経

験，性の責任性が関連因子であった．また，否定的認識である「性的関心への先入観」に

は一般学歴と性行動への対応経験，接触経験，性的寛容さ，「性行動の制限」と「性の衝動

性」には一般学歴が関連因子であった．この結果をまとめ，現在学会誌に投稿中である． 

③青年期女性障がい者の月経教育プログラムの開発と評価に関する研究 

青年期女性障がい者の月経状況を明らかにすること，さらに月経教育プログラムを

開発・実施し，その前後において月経時の症状やセルフケア行動，作業効率や対人関

係の変化を調査することで月経教育プログラムの評価を行なった，その結果，月経随

伴症状の軽減，作業効率の向上，対人関係の軽快，セルフケア能力の向上等，対象者

にとって良い効果をもたらした．プログラム受講後，対象者の約6割に月経随伴症状の

軽減と対人関係の改善がみられ，5割に作業効率の向上がみられた．また，対象者の7

割以上にセルフケアの向上がみられた．また受講後のインタビューで対象者ならびに

施設職員における月経教育プログラムの満足感は高かった．本研究より，障がいのあ

る女性における月経教育は，障がい者の特性や月経に関して専門的知識を持った専門

職が介入する必要があることが示唆され，本研究成果は学会誌への投稿準備中である． 

(2）青年期発達障害者の性に関する対人教育プログラムを開発すること 

①放課後デイサービス利用者の中学・高校生を対象にプログラム開発を行い実践した 

②就労支援を行っている福祉施設や特別支援学校高等部の青年期発達障害者を対象にプロ

グラム開発を行い実践した． 

③上記プログラムと遺伝教育プログラムとの整理統合を図った．       

(3）発達障害児・者の性に関する対人教育プログラムの汎用化を図ること 

 (2）で開発したプログラムは HP，事務局通信でも公開しており，2019年度中にワーク

ブック（支援者用と当事者用）として出版予定である． 

(4) 発達障害児・者の性発達・支援に関わる専門家のネットワークを構築すること 

 2007年から障がい児・者対象の性教育講座を開催している．また性的加害行為や逸脱行

動などで精神科児童思春期外来を受診した障がい児に対して，このプログラムを用いた個人セッ

ションと保護者への看護面接を行ってきた．このため障がい児・者にかかわる専門職や保護者が

一緒に語り合い,学びあう機会が必要と考え，2010 年に長崎“障がい児･者”の性を考える教育

研究会を発足させ，現在に至っている． 
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